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　問い合わせ　バイオマスタウン推進室　 73-3028

(1)平成23年4月1日から平成26年3月31日までの間に、本市の区域内に新たに新築または購入した住宅
　（ただし、平成23年1月1日時点で、固定資産の評価が未了である新築住宅を含みます）
(2)不動産登記法により、建物の権利に関する登記をした住宅
(3)市内の業者により建設された住宅（住宅を新築した場合に限る）
(4)市内の業者から購入した住宅（住宅を購入した場合に限る）
(5)玄関・居室・便所・台所および風呂を備えた住宅

４０歳未満の定住者支援対策事業がスタート
“あなたとともに　スローな未来を”

　

三
豊
市
と
友
好
都
市
提
携
を
し
て

い
る
韓
国
の
陜
川
郡
で
は
、9
月
23

日
か
ら
11
月
6
日
ま
で
の
45
日
間
、

同
郡
内
に
あ
る「
海
印
寺
」に
保
管
さ

れ
、世
界
記
録
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
高
麗
八
萬
大
蔵
経
刊
行
千
年
を

記
念
し「
2
0
1
1
大
蔵
経
千
年
世
界

文
化
祝
典
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、三
豊
市
と
陜
川

郡
が
共
同
で
、会
場
内
に「
讃
岐
う
ど
ん

販
売
ブ
ー
ス
と
三
豊
市
物
産
販
売
店
」

の
2
店
舗
か
ら
構
成
さ
れ
る「
三
豊
市

広
報
館
」の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
讃
岐
う
ど
ん
販
売
ブ
ー
ス
」で
は
、

陜
川
郡
が
日
本
か
ら
購
入
す
る
製
麺

機
を
使
用
し
た「
讃
岐
う
ど
ん
」の
試
食
、

販
売
を
行
い
ま
す
。ま
た「
三
豊
市
物

産
販
売
店
」で
は
、伝
統
工
芸
品
を
展

示
し
た
り
三
豊
市
内
で
製
造
さ
れ
て
い

る
加
工
品
の
試
食
、販
売
を
行
い
ま
す
。

　

毎
年
、
8
月
か
ら
9
月
頃
を
中
心
に
、

日
本
に
は
台
風
が
接
近
し
、
各
地
に
さ
ま

ざ
ま
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
強

い
風
や
大
雨
を
も
た
ら
す
台
風
に
よ
っ
て

起
き
る
災
害
に
は
、
洪
水
・
土
砂
災
害
・

高
潮
・
高
波
・
突
風
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

洪
水
は
、
主
に
大
雨
に
よ
っ
て
河
川
が

あ
ふ
れ
、
堤
防
の
決
壊
な
ど
で
水
が
沿
岸

地
に
流
れ
出
て
被
害
を
与
え
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
土
砂
災
害
は
、
大
雨
に
よ
っ
て
地

盤
が
緩
む
こ
と
に
よ
り
、
が
け
崩
れ
や
地

す
べ
り
、
土
石
流
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

高
潮
に
つ
い
て
は
、
台
風
な
ど
に
よ
り
、

海
面
の
水
位
が
普
段
以
上
に
高
く
な
り
、

海
水
が
沿
岸
に
押
し
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　

台
風
、
大
雨
な
ど
は
地
震
と
違
い
、
あ

る
程
度
予
測
が
つ
き
ま
す
。
気
象
情
報
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　私たちは、何か願い事をするとき、そっと星空を眺めてきました。遠くでまたたく小さな光に、同じ境遇を
感じたのかもしれません。しかし、日常の喧騒に、小さな星たちの存在は忘れられ、見上げてもいろいろな人
工的な光に遮られ、星座や天の川の神秘を体験することなどは、もはや価値観から消え去ろうとしているのか
もしれません。夕闇の木立を抜ける風は心地よく、天の川の向こうはどうなっているんだなどと考えていると、
横で猫があくびをしました。
　平成22年の国勢調査では、三豊市の人口は6万8千人台になりました。だんだんと減少しています。また、
同時に少子高齢化も進んでいます。子どもたちの未来に、私たちは、今、何をすべきなのでしょうか。足らな
いものを探し、無いものを求めることには限界があります。それよりも、有るものを発見し、守るべきものを
守って、ふるさとに誇りを持って生きることができないでしょうか。私たちは、二流、三流の都会を求めるの
ではなく、一流の田舎を目指すべきなのかもしれません。
　平成23年度から、40歳未満の若者定住・地域経済活性化事業が始まりました。この事業は、若者の三豊市への定
住を進め、地域と地域経済の活性化を目指すものです。マイホームを検討されている方は、ぜひ、この機会に三豊市へ。

●　補助の対象となる住宅●　補助の対象となる住宅

(1)相続、贈与等により取得対価を伴わずに取得した住宅
(2)公共工事等に伴う移転補償により取得した住宅

●　補助の対象とならない住宅●　補助の対象とならない住宅

(1)市内に居住する人または三豊市への転入者
(2)補助金の交付申請日において40歳未満の人

●　補助を受けることのできる人●　補助を受けることのできる人

(1)居住する世帯の構成員が市税を滞納している場合
(2)過去に、この補助金の交付を受けている場合

●　補助を受けることができない場合●　補助を受けることができない場合

(1)住宅取得価格（消費税を含む）の20分の1（1万円未満は切り捨て）上限は100万円です。
　（ただし、補助金の交付を受けた日から起算して5年以内に転居または転出したときは、補助金を返還）
(2)店舗併用住宅の場合は、居住部分の面積分が対象

●　補助金の額●　補助金の額

▼
問
い
合
わ
せ　

住
宅
課　

☎
73
・
3
0
4
5

住
宅
名（
所
在
）
募
集

戸
数

募
集

階
数

構
造

使
用
料

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

● 

申
し
込
み
が
で
き
る
人

　

（
次
の
条
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
人
）

入
居
者
選
考
委
員
会
で
選
考
し
て
決
定
し
ま
す
。

9
月
中
旬

● 

入
居
予
定
時
期

● 

必
要
書
類

● 

入
居
の
決
定
方
法

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人

②
同
居
の
親
族
か
、同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
る
人（
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
、単
身
入
居
も
可
能
）

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

④
市
町
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤
世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

①
申
込
書
・
申
立
書
等
（
住
宅
課
・
各
支
所

に
あ
り
ま
す
）

②
住
民
票
（
入
居
予
定
者
全
員
）
・
所
得
証

明
書
・
納
税
証
明
書
（
15
歳
以
上
で
学
生
を

除
く
）
・
そ
の
他
必
要
書
類

● 

申
し
込
み

8
月
1
日（
月
）〜
15
日（
月
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時（
土
・
日
除
く
）に
、必
要
書
類
を

住
宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
付
は
申

し
込
み
期
間
の
み
）

西
野
団
地

（
詫
間
町
詫
間
）
1戸

3階

3
Ｄ
Ｋ

(

中
層
耐
火

　

4
階
建)

2
1,
7
0
0
円

4
2,
6
0
0
円

～

西
野
団
地

（
詫
間
町
詫
間
）
1戸

3階

3
Ｄ
Ｋ

(

中
層
耐
火

　

3
階
建)

2
0,
1
0
0
円

3
9,
5
0
0
円

～

高
谷
団
地

（
詫
間
町
詫
間
）
1戸

―

2
Ｄ
Ｋ

(

簡
易
耐
火

　

2
階
建)

8,
4
0
0
円

1
6,
5
0
0
円

～

宮
尾
団
地

（
財
田
町
財
田
中
）
1戸

―

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

(

耐
火

2
階
建)

2
0,
4
0
0
円

4
0,
0
0
0
円

～

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎
83
・
8
5
0
7

▼
問
い
合
わ
せ

　

三
観
広
域
北
消
防
署 

☎
72
・
2
1
1
9

9
月
4
日
（
日
）
午
後
1
時
〜
4
時

香
川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

● 

日　

時

詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ー
ル

● 

場　

所

定
期
的
に
水
泳
を
し
て
い
る
人

（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
承
認
が
必
要
）

● 

対　

象

8
月
8
日（
月
）〜
26
日（
金
）（
土
・日
曜
日
を
除
く
）

● 

申
し
込
み
期
間 1,

6
0
0
円

● 

受
講
料

7
人

● 

定　

員

● 

内　

容

全
国
各
地
の
ス
イ
マ
ー
が
、異
な
る
時
間
・

場
所
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。そ
の
記
録
は

登
録
さ
れ
全
国
で
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
す
。

入居者の所得に応じて決定します

2011大蔵経千年世界文化祝典開催2011大蔵経千年世界文化祝典開催1大蔵経千年世界文化祝典開催

第
2
回
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
記
録
会
in 

三
豊

9
月
7
日（
水
）〜
10
月
12
日（
水
）　毎
週
水
曜
日

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

● 

日　

時

詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
電
子
制
御
工
学
科
棟
1
階

● 

場　

所

8
月
8
日（
月
）〜
31
日（
水
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

● 

申
し
込
み
期
間 7,

4
0
0
円

● 

受
講
料

15
人

● 

定　

員

● 

内　

容

（
コ
ー
ス
1
）表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
基
本
操

作
・
表
計
算
機
能
・
グ
ラ
フ
の
作
成
と
編
集
な
ど

（
コ
ー
ス
2
）表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
マ
ク

ロ
の
作
成
登
録
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
操
作
・

ユ
ー
ザ
ー
フ
ォ
ー
ム
作
成

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
力
養
成
講
座

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

台
風
に

　

対
す
る
備
え

備
え
の
ポ
イ
ン
ト

○
子
育
て
や
介
護
に
関
す
る
各
種
支
援
制
度

に
つ
い
て
理
解
し
、積
極
的
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
家
事
、育
児
や
介
護
に
あ
た
っ
て
は
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
、自
分
で
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
て
家
族
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

○
男
性
も
仕
事
だ
け
で
な
く
、家
庭
や
地
域
の

活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
主
は
、従
業
員
が
安
心

し
て
育
児
休
業
・
介
護
休
業
を

取
得
し
、仕
事
と
家
庭
生
活
が

両
立
で
き
る
よ
う
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　

　

下
記
の
サ
イ
ト
で
、仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
に
関
す
る

企
業（
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド

リ
ー
企
業
）の
取
り
組
み
事
例

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
互
い
に
、
職
場
と
家
庭
・

地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
に
向
け
、
仕
事

と
家
庭
等
の
両
立
を
支

援
す
る
社
会
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

政
策
課　

☎
73
・
3
0
1
0

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会

No.21
企業が行う両立支援の取組を紹介するサイト

両立支援のひろば 検索

・
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ

オ
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
時
に
備
え
、
貴
重
品
な
ど
の
非
常

持
ち
出
し
品
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

・
窓
や
雨
戸
な
ど
は
、
飛
ば
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
っ
か
り
と
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

・
勤
務
先
な
ど
離
れ
た
所
に
い
る
家
族
と
、

連
絡
を
取
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
防
だ
よ
り

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　
☎
73
・
3
0
1
3

は
ぷ
ち
ょ
ん
ぐ
ん

へ
い
ん
さ

こ
う
ら
い
は
ち
ま
ん
だ
い
ぞ
う
き
ょ
う


